
課題を共同で 追究する授業づくり 
一 地域素材「さつまいも」を 生かした歴史学習を 通して 一 

浦添市立岡 間 小学校教諭 

仲宗根 勝 也 
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課題を共同で 追究する授業づくり 

一 地域素材「さつまいも」を 生かした歴史学習を 通して 一 

浦添市立内問Ⅱ、 学校教諭 仲宗根 勝 也 

[ 要 約 ] 

この研究は，「自ら 考え主体的に 判断し行動する」子の 育成を目指す 指導の工夫の 一 っとして，地域素材を 

生かした教材を 通して，小学校の 歴史教育における 授業づくりの 方法を「課題を 共同で追究する」視点で 探究 

よ し ぅ とするものであ る。 
地域の素材から「学習できること」 ( 課題 ) を持たせ，それをグループで 調査し調査した 内容について 学 

級 全体で討議する。 そして，討議から 出た新たな課題について 再調査し検証を 行 う 。 さらに，それぞれの 視点 

で 取り組んだ内容を 総括することにょり 各々の関連性が 見えてくるという 学習過程を取り 入れた。 

その結果・児童の「学ぶ」ことについての 認識に変容が 見られ課題追究の 共同学習の有効性が 確認できた。 

また，地域の 歴史素材を教育課程 内へ 位置付けることの 有用性も確認できた。 

  口 小学校歴史教育 ロ 課題追究の授業ロ 地域素材の教材化 口 共同学習 
Ⅰ テーマ設定の 理由 てきている。 その中で ， 自ら行動するよりも ，指示 

今日の子どもを 取り巻く社会や 環境は，めまぐる されるのを侍っ 子が増えてきている。 

しく変化しつっあ る。 その状況下で ，「新しい学力 以上の課題に 取り組む指導の 工夫の一つとして ， 

観 」が提唱された。 それをもとに 各学校では，「 自 「課題を共同で 追究する授業づくり」を「地域素材」 

ら 考え主体的に 判断し行動する 子 」の育成に重点を を 用いた内容で 行 う ことを試みた。 

おき，めまくるしく 変わる現代社会を 生き抜く子を 地域の素材を 活用し，現実味のあ る学習 ( 経験   

育てることを 目指し日々取り 組んでいろ。 体験 ) を行 い ，自分のやりたい 内容で行 う 。 それを， 

しかし現在の 子どもの状況と 照らし合わせてみ % 分で考える視点や 見通しの持ち 方，自分の課題を 

ると， い くつかの課題があ げられる。 共同で取り組む 方法，研究結果の 総括する授業過程 

まず，課題となる 材料を目の前にしても。 何をと     で 行 う 。 その中で ， 子どもの興味・ 関心や学習内容 

ぅ 考えて いい のかわからず ，自分の課題を 持つこと の 理解が深まり・ 自分でやり遂げる 成就感・満足感 

ができない子が 増えていることがあ る。 経験，体験 から口分に自信を 持って行動する 子が増えることを 

等の具体的な 操作を伴っていないことが 多いため 知 期待して 本 テーマを設定した。 

識 が先行し思考を 深めることが 子どもの発達上 田 

難になっている。 Ⅱ 研究の目標 
次ヰこ ・他者との交わる 機会が少なくなり ，集団と Ⅰ 課題を共同で 追究する授業の 意義や有効性を 明 

自分との関わりをうまく 結べない子が 増えてきてい らかにする 

るという状況があ る。 その ; 吠 沈下では，他者の 日を 2  地域素材の教材化や 現在使用されている 教材と 

過剰に意識するようになり ，主体性を発揮すること の 互換性をふまえた 対照表の作成 

が 離しくなっている。 

さらに。 自ら進んでⅠ手動ずるよりも・ 与えられた m 研究の仮説 
課題を指示されて 行動する機会が 多くなり。 自分で Ⅰ 基本仮説 

やレ ) 遂げる成就感や 満足感を味わうことが 少なくなっ 口 ) 歴史学習を同一の 課題を持った 集団で追究す 
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ることにより・ 学習への意欲や 態度，発表内容 {2) 地域の素材を 活用することに よ り，体験や経 

や 表現方法に変容が 見られ，成就感・ 満足感の 験を伴った現実味のあ る活動が展開され ，興味   

あ る学習をすることができるであ ろう。 関心が高まるであ ろ 、つ 

2  作業仮説 

一ならば ( 仮定 ) へになりく 結 ・ 果 》 一 が変わるだろう & 変容》 

調査資料の量 力沌加 し意欲     課題追究の見通し 
態度が高まる 

自分の課題で 追究 主 ． 体 的に学習する 調査内容の理解が 深まる 白 
(2) 

し 共同で研究ずる 相互の協力が 生じ 分 に自信がっ き ，自己表現 

安心感が生まれる の芽が育っ 

それぞれ研究発表 成果が認められる 満足感や成就感が 生 - まれる 

(3)  したことを関連 づ 他の研究の内容も 次の学習への 意欲が高まる 

ける 理解できる 他者理解へつながる 

山 地域の素材 リ アリ ティ ー 興味・関心が 高まる 

W  研究の内容 

1  地域素材を教材化する 意義 

(1) 学習の環境と 子どもの発達の 側面から 

。 具体的操作から 物事の論理的関係を 知る時期づ具体 自 りな教材 ( 地域の素材 ) 

(2) 生活体験と基準の 側面から 

。 幼い頃 の経験が物事を 判断する基準となるづ 地域やそこに 住む人の営み 

2  地域素材の教材化の 視点 

(1) 地域とは 

文部省教育課程指導資料に よ る 

  行政 坤 Ⅱ立としての 地域 

通学区域周辺     住民と関わりの 深い地域 

さらに加える 

( 独自の文化圏を 持っているので )   

(2) 地域学習のねら ぃ 

。 地域社会の仕組みや 人々の営み，関係などを 

知り。 その社会にど う 向き合い ， ど う 生きて 

いくかを考え 実践する素地を 育てる 

( 引 地域教材によって 得られる成果 

。 興味関心の開発がしやすい 

。 調査の容易さや 課題研究の発展性 

。 学習にリアリティーを 持たせる 

。 地域活動への 実践 ィヒ 

Ⅲ 教材化する素材の 選考の視点 

。 子どもが活発に 活動する 

。 教育課程内の 教材に替わる 

。 生活の中でふれる 機会が多い 

。 地域の特長を 顕著に表したもの 

。 追究心・探求心をくすぐるもの 

。 内容に発展性のあ るもの 

p
@
 

@
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㈲ 教材化の際の 留意事項、 Ⅰ り 日本の歴史と 琉球・沖縄の 歴史との 対 『と地域教材 表 

。 子どもの発達や・ これまでの経験，体験・ 家 小学校社会科教科書 (6 千 ) @. こ 掲載されている 歴 

庭 環境，地域性を 考慮する。 史と 琉球・沖縄の 歴史を対照化した。 そして，琉球   

" 教材化した内容と ォ綾草 要領との共通点，相違 沖縄の歴史素材の 中から，Ⅱ 浮校期 に安当と考え も 

  点 に留意する。 れる内容の教材化を 図った。 下記の表では ，教材 名 

だけを掲載している。 

日本の歴史と 琉球・沖縄の 歴史との 対 『と地域教材 表 ( 小学生対象 ) 

Ⅱ幸手 f モ 日 本 本 土 の 歴 史 琉 球 ・ 沖 縄 の 歴 史 

西 暦 

  

杓 3 万年前 採集や狩りのくらし 。 。 """"" など " 居住 港 " 扶 " 骨 " 。 " 昔 。       

旧石器時代 
始棲 国を 菩 こう @.6)       

" 加 " 。 ' 
鐸 不明 英文土器 この時期の遁跡は 未発見のため 不明       石器づくし 

又 @ ト Ⅰ 

時代 
爪型文 土器 爪形文土器のルーツを           土器づくし 

探ろう @) (6) 

貝 米作りが 大 珪から伝わる 
め 2300 祐 弥 

生 
弥生土器木製農具青銅器 市 来式 土器 ( 浦添貝塚 ) 浦添貝塚はごみ 捨て堺           貝塚探検 ( り 

まり ⅠⅡ 

だったの ? (6) 

代 塚 
    いさなくにが 各地にでき 始 

古 
大和朝廷の統一が 進む める 

上ま 貝 巨大さ培が各地に 作られる 沖俺 のお 墓 とま土のお 臆         お墓 めぐり 

ィ寺甘 Ⅰ 寺モ 
土珪から         莱 宇   仏教など 女 硅は神拝のお 使い ? ㈲         (6) 

が 伝わる 

聖徳太子が摂政となる 掩 の拐帯 が 流求に進 じを 出す 米のできるまでは                 米づくり @@f) 
600 部 

代 (593)     去隆 寺が建てられる 『信吉」 ( 暁求 国位 ) 
鳥 
時 大化改新 (645) 

7% 
700 

平城京 ( ハ 0) 吉を 記   日本吉紀   万葉集 

コさニ "' 。 
東大寺の大仏つくられる 轄臆   南島 ( 卸児 荒波 阜 ) に 

良   
平安京 (794) 800       浦添市文化 課 

貴族の 力 が強くなる 

平       をたずねて 

藤原氏が初めて 摂政に 仮名文字が使われ 始める ( Ⅱ j 

なる (868) 
900 

安 

Ⅰ 000 
藤原瓦全盛ⅡⅢ 引 武士がおこる 

手 目 
ク 。 源氏物語、 枕草子などの 女流 

文学 

ⅠⅠ 00 ス 
代 源平の合戦．平氏滅びる 武士の 力 がしだいに強くなる 

ク 王統発祥の地浦添の 圧               南涼市に残る 

源頼朝が 時宙 に幕府を 
  史を探ろう (6)       文ィは 財をめぐっ 

開くⅡⅣ 卸 鎌 l 2 0 0 ほ あ たらしい 仏放 が広まる 英祖王が 浦添の撞楽山に 墓 
      て @n) 

ム 
( 浦添ようどれ ) を丑く Ⅱ 26@) 晶代 英 示寂Ⅱ 274@H@ 

ィモ 祖 
  

Ⅰ 300   
沖化 本島に元重襲来 u296) このころがら 三山対立 按司のくらし。 6@         

臆 """ 。 " 。 。 。 。         
察度が明へ進貢する t1 冊 明 百 生 ( 中国留学生 ) 始まる たったか ? ㏄ )   

一 3  一 23 



E ミテ 4 で 日 本 本 土 の 歴 史 琉 球 ， 沖 縄 の 歴 史 

西 暦 

  

金閣がつくられる 尚且 き 、 三山を統一する @@ Ⅱ 2 目 
Ⅰ 400 第一 

室 尚氏 
          廷佐丸   岡 麻 和利の変 @l4ii8@ 万国津梁の舞を 首里城正 尚巴 氏の三山統一と 封       

白月即位 ( 第二尚氏王統 % ま 殿 にかける 建 社会 山 @ 

町   (1170) 
応仁の乱 (@% Ⅱ 

八重山で オヤ ケア カ ハチの乱が 円覚寺が建立される 玉瞬 

時差 おき．中山車に 平定される (@5(10) が 築かれる 
1500 
代 

庶民文化が盛んになる 「おもろさうし」第一巻 編 

戦国大名がおこる 集 奄美大鳥を征服する 
      描出信長が幕府を 滅ぼ鉄砲．キリスト 致が伝来 

安   l.15 Ⅰ・ t Ⅰ 土圧の 分泄 自治都市誕生       砂桔 づくり 

土 
ホリ Ⅱ 

豊臣秀吉が全国統一 秀吉   胡蜂出兵       原始的な製法 

m 
        サ ー ター 星一 

Ⅰ 600   関ケ 原の教 し   (16@) く 0@ 封国 硲官   中国から古記 ( さ さつまいもは 本当に沖 : に至るまで @4 目 

尚 徳川家康が江戸に 幕府 島津 氏 琉球へ偉人するⅡ ( ㏄ @  つまいも ) をもたらす @ ㈲俺を救ったのか ? ㈹ @         

を 開く Ⅱ㈹ 3}       検地を行う (lBl0-1l! 儀問其常   甘藷を広める サトウキビはお 全のな       

>I 参勤交代の制度 l1635)       「 捷 十五条」を令達す     木綿をもたらす る キピ ?(4.6@ 

鎖国の完成 u639! る 砂糖・ウコンの 専売 制 が始 。 卸臆法 を学 は せる砂糖づくしにみる 産業         

ま ろ (l(. 冴 77   羽地朝秀「中山 世艦 」   革命 い @ 1%@S0 

氏   各地で土地の 開発が盛んに 羽地朝秀が摂政となり 改革を 著 す 壺屋に 却 器の店が多 し           

月 なる 行う ( ・ 1666) [ 中山世話 ] のは ? に @ 

「琉球因由来 記 」 

Ⅰ 700 大乱 毎で 死者 田 ㏄人を出すⅣ㏄ [ 球場」 中国と 琉 畦の伝統工芸 ( つ       

町 ( 商 ) 人の カ が強くなる 『 廉俺 国患 酪 」 蕪 温の行政にみる 封建       

時 正 蕪温   三司官となる i1 「 ;2 れ @ 社会の世の中 l6@         

町人文化が盛んになる   
宮古で大津波 { 死者 l 万人余 ) 封建社会下での 良民の         

代 
くらし ば，     新しい学問が 盛んになる (1771) 

統 ( 国学   蘭学など ) 疫病大流行 ( 死者 45 ㏄ 人 @  (l77,2@ 1800 
寺子屋が増える 

1SIO 

英国松   ライラ 号   アルセス 外国 船が 次々と入港する 

ト骨来航 (181G) 

一 接や打ちこわしが 多くな 1820 

り 始める 

英 回船、 プロッサム 号 来航 @l8,2         

IH31) [ 新車群 律 」制定 @l83l       

英国 船   ロード     アーマスト 

号 来航 !lH32       

1810 

仏 豆田アルクメーヌ 号 来航 い M. Ⅱ 

英国宣 敬師 ペッテルハイム 来暁 Ⅱ 柑 M 

ベリーが浦賀に 来航 世直しの動きが 盛ん       なる - ジョン万次郎 来琉 @l ぬ l     
18.5(1 

(ISM ・ ) ペリー来航 (l853       一枚の写典から @6!         

日米和親条約 (l ぬ何 官田堵 隊 来航 (l 舶 4l 。 " 。 "" 督 。 " 訪 ""'       
焼米修好条 約を拮ぷ dla 。 引 日米格好通商 条紺 l8%   

牧志   恩 刑事件おこるⅡは :.u     ぢ卸 l@ 呂が政構を朝廷 
碑 60 

に 返す @l 紬             

ソせ @ 
一 4 一 



  

Ⅲ 70 

lKHl   

@ れ !l[J 

190C 

1910 

1920 

1930 

1940 

Ⅰ 950 

1960 

l970 

l ㏄ 0 

1990 

月き手 Ⅰ 犬 日 本 本 土 の 歴 史 

  

  ね弔 明治 とする 甜新 l@6 ・江戸を東京 日   西洋文化が盛んに 取り入れ 

油 ナ 席 侍置県 !' 析 '@ られる 

氏 学 a@@872) 徴兵 令 (ltnn3@:    l 学問のすすめⅠが 出版される 

西市戦争 @l 日月 自由民権 迎勤 がおこる 

国会開設の意見書提出 

      1 柱 8(l     

卍 日 大日本帝国憲法発布 

r.l と石 9     

第一回帝国詰 会 (@Bgl.,   

英国との条約改正。 @894) 
，ム 
/ 口 日清戦争 ( 円 9 Ⅲ 製糸工業が発達する 

期 日露戦 卸 1 ㎝。     重工業がしだいに 発達する 

韓国併合 i@ ㎝ 0   

条約改正造成 [@ Ⅵ l@ 

太 弟 - ぬ世界大戦 ("", 

正 目標 達 由加盟い ぬ Ⅲ労働運動や 米駐劫が 全国に広がる 甘 酒 選挙運動が 

期 ハ さかんになる 

男子き通選挙制度制定 ラジオ放送始まる 

く 192 行 ) 

刃口 口 

満州オ変 (l93@@ 世の中が不景気になる 

国瞭 連盟を脱退 (@03 り 軍の政治介入が 強くなる 

日中戦争Ⅱ㈲ U 

千日 第二次世界対戦 1 田り 

太平洋戦争 円 ， @l@ 

広島   長崎に原爆投下 

期 迎合回に降伏 : Ⅳ・ ね ;  社会の改革が 進められる 

日本国憲法発布い 9%) 

朝鮮戦争 [l95 ㎝ 

テレピ放送が 始まる 

王 去り『Ⅰ日米安全保障条約が ￥ 和 集約、 稿 

球                           
国際連合に加盟 (@:. 肘 

政 経済成長が進む 

新 幹埠 ( 東京 - ナ 仮 ) が開通する 

府 東京オリンピ ，ク開は : Ⅳ 64j 公害が大きな 問誼に Ⅰ る 

人口のがたよりが 問題になる 

沖伎が 日本に復帰 @@2     

日中平和友好 条お @lU 穏 @ 地球環 坑 の 問憶が 大きくなる 

  
成 ・ ， ・ 連琳 、 % 抽弘 
某月 " ィ本 (cls, に ":, 。 。     

琉 球 ・ 沖 縄 の 歴 史 

主な で き と 社会の動きや 文化 

宮古島民がさ 湾に漂着し殺さ 

れる ( 台湾 遵 言事件 @ Ⅱ Hil) 

琉球 下 となる (1872) 

琉硅 処分断行     琉球藩を廃し 

て沖俺 県を置く     (18V3) 

県内を九行政区に 分け   かく 

役所を設置する ， (I？80) 

宮古で人頭税廃止運動 高 

まる 

徴兵制が施行される ( 光岳 は 海外移民が始まる 

免除 ) (1898) 

土地私有権 の完全確立 

伊 油 哲哉 [ さ 琉球Ⅰ 

軽便鉄道開通 ( 那琵一 与 

那原 ) (191-1   

「 ソテツ 地獄」強まる 

小学生の欠食、 人身売買 

が多くなる 

人身売買の厳禁Ⅱ 038l 

大本営直轄の 第 32 玉が下がれ 

対馬九 % 珪   本土   台湾への集団疎開 

    十 空襲 (l Ⅲ 4     始まる 

米 亜沖仮 上 は ．地上部隊 % 減 !45@ 通貨を車 票 B 円に切り替 

7 ソ カーサー @ 日本と沖 俺 の 分珪 え 6 

宣言米軍基地建設始まるⅡ W 柑 

琉球政府が発足する - (i 囲り 祖国復帰運動始まる 

通貨を B 円がらドルに 切 

り替える 

宮森・・ J. 、 に 米軍 窩が 望落 [l ㏄ 明 

みどり 丸 沈没事件 

屋良朝苗が 初の公選主席にな 

        @96%       コザ ( 沖縄市 ) で反米 駐 

沖巌が 日本に復 用 @ l97% 動 がおこる 

交通刀圭が変更される 

首里城が復元される 

  
地域教材の可能 牲       

    体験的内容 

( ) は可能な学年         

沖俺 移民のくらし @.l. 目           移民の皆さん 

      に手紙を吉こ 

    う 1,l.[           

      軽便鉄道の勒 

; を 桂 そう い Ⅱ 

押さえ込まれた 自由民Ⅱ ! 

拒 連動 ( 謝花昇 ) @ ㈲         

&@(?.  i+iiiA'wai.-@--.                                 

たか ?( 浦添は激戦地 )         
  

オリオンヒールから 世 : エ晦 見学               

界 が見える げ ) 

サトウキ ピ みる 沖俺産         

莱の降り変わり げ !       

鷹 表面のうつりかわり㏄ )         まち探検 {,@     

自分の生い立ちを 探ろ           紙芝居   年表 

                          づくし @@,a     

  

4  共同字 習 での授業づくし ぅか 。 学校の申で子どもは・ 常に何らかの 集団に 

@lj 共同学習の意義 属しともに学びあ い，助け合い ， 時には意見の 

新しい学力 佳 見における「 個   件の重視」を 考える 食い違いから 批判し合 う 申で，他者の 目を気にし 

ときに． あ かせて考えなくてはならないことの 一 ながら・自分の 存在を確かめ ，生きている。 

っに ，その 個 ・性をいかす 集団 ( 学級Ⅰをど うづ く このような学校の 中で．学習活動は 最も ウエイ 

り 出して い くかということかあ るのではないだ る トを 占めている活動であ る。 "s   み ㍗活動は．知識の 

  @ ノ ．・Ⅰ 



習得の他にも 人間として生きていく 上で必要な様々 @ の中で・他者を 尊重することを 矢口 り ，「 個 」と 

な 能力を養 う ことを目標にしている。 そこで， 学 しての 自 分を存在を集団の 中に見 ぃ だすのではな 

習 活動の中にも「個を 生かす集団づくり」意識しで ぃ だろうか・ 

取り組むことが．今日的課題の 一つだと考える。 そこに・共同で 研究する意義があ り， 「生きる 

共同研究の中で 子どもは，悩みや 疑問点を共有   力 」の基盤の・   , つる 育てることになるのではない 

したり，分がち 合ったり・あ るいは，知恵を 出し だろうか。 ( 図 1  ) 

合い解決したり・ 発見したりする。 他者との開 #. フ 

(2) 共同研究の方法 

① グルーピンバして・その 中から課題を 見つ 

ける方法 

斤 ・グループ       

- - - - Ⅰ 果 
ィ 也のグルーフ     と 

  
の 共同研究へ 

  

  1  二十 - 、   共同研究 

  
題 1  個 ( 課題         ( 調べ学習 ) 

発 " - 川 - -" 寸 
・ ..4  卑 Ⅰ・。 Ⅰ 固 一・一・・・ⅠⅠ・ (i -  果畏亘 / 

課題追究 
  文献 

ヂ 議 

② 同じ課題を持っ 子同士で   見学 

グルーピンバする 方法   実地踏査 

ⅠⅠ 

    実体験 

  

グルーブの再編 

による利の子 と   
の 共同研究へ 

し @ 一一 - 一 Ⅰ 一   

Ⅰ 固 
個 
図 1  共同追究学習の 流れ 

V  研究の検証 り， 申でも鹿児島県の 収穫量はその 50% 程度を占め 

]  授業実践 ている。 飢 鐘を救った栄養価の 高い食品だが ，現在 

(1) 教ホ 4 名さつまいもから 見える沖縄 では食品としてよりも 家畜の飼料，としてそのほとん 

どが利用されている。 

(2) 教材について そのさっま い も ( 甘藷 ) は沖縄 ( 琉球 ) と 深い つ 

さつまいも ( 甘藷 ) は栄養価が高く ，江戸時代に ながりのあ る作物の一 つ であ る。 そこで， さつまり 

日本の大飯 範 を救 う 食物として全国に 普及した。 さ もと沖縄の関連についてあ げてみると 

つ ま い もの普及といえば「 ィモ 先生」とも呼ばれた ①干ばつや風雨に 強 い 作物で痩せた 土地でも育っ 

青木昆陽がよく 知られている。 現在では・最盛期の ため，沖縄の 気候風土でも 十分に育っこと。 

昭和州年代の 収穫量から比較すると 約半分になった ② 禾養価 ( 炭水化物・ ビタミン ) が高いので三食 

がそれでも 約 ℡ 0 万トンほどが 全国で生．産されてお として十分であ ったこと。 
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  ③ 野回 総官が中国からもたらし 儀問 典常が沖縄本 ④の「なぜ薩摩は 琉球から搾取 l 一 たのが」という 

島 に広げた。 やがて，それが 長崎へと渡り ，鹿 ことがら，豊田秀吉の 朝鮮出兵の際の 徴兵問題や 

児島へと広がるようになったこと。   「薩摩入り」事件の 際の日本の時代背景 ( 鎖国，参勤 

④薩摩と琉球王国の 二重の搾取に 苦しむ農民を 救 交代や幕府への 上納金に苦しむ 大名， ) なビ 出時の中 

お う として広められた 作物であ ること。 等があ 央 集権 政治について 学習できる。 また，農民からの 

げられる " 搾取によって 経済 州 ・ こ 支えられていた 支配 層が 琉球 

① ト   ①の事実からどのようなことが 学習できるか にも同様にあ ったことから 琉球の封建社会について 

を 考えると，の と ②で「なぜ琉球の 土地は痩せて ぃ も 学習できる。 

た 」「これまで 干ばつや台風の 時はどうしていたの 

か 」「当時の人は 何を食べていたのか」ということ (3) 児童について 

から当時の琉球の 農民の農耕技術のことや - 般 民衆 ①アンケート 調査による実態と 授業構想 ( 考察 ) 

の 生活の様子が 学習できる。 検証 ォ 受業の実施にあ たり，事前にアンケート 調査 

③の「どうして 中国から伝わったのか」というこ をした。 Ⅱ 997 年 5 月 ) 

とから沖縄 ( 琉球 ) の政治・経済や 文化には中国と アンケートの 内容は ア 情意，態度 イ 社会 ( 歴 

の 深いつながり ( 進貢 ) があ ったことなど ，これま 史 ) 観 ウ 授業の方法・スタイル エ 関心・意欲 

での進貢貿易を 通して行われてきた 琉球王国の政治 才知的事項の 5 つの側面から 行った。 問題解決の授 

が 学習できる。 また， 儀門 真常の人物史 は ついても 業 と子どもの実態との 適合性を見るためであ る。 

伴 ; 習できる。 

アンケートの 結果 
く間 け 社会科の学習は 好きか ? 

選 択 肢 な 予 1 6 人中 男 子， 1 2 人中 

割合 7 人 3  / Ⅰ 

な子 き 今昔の人たちの 暮らしがわかっておもしろい 合戦争のことや 歴則 ・ こ 興味があ る 
理由 ク 調べ学習をするのがおもしろい 金 卑弥呼のことが 知りたくて好き 

今今の世の中がど う 動いているかがわかる 

2 人 割合 0  人 

嫌 い 

理由 : 葉室 お 真黍 穿 7)@ 与 眠くなる 
割合 7  ノ Ⅰ 9  人 

今 えらか人の名双が 難しくて覚えられない 0% きな学習と嫌 いな 学習があ る 
どちらで 

金 調べ 手 習は好きだけど 覚えるのが嫌 い 今わかるときとわからないときがあ る 

も な い 理由 金 勉強は楽しいけどテストが 難しい 
  金 教科書のベージが 考ぃ 

今 楽しいときとっまらないときがあ る 

  

く 考察 1 》 いるのに 対 し ， 嫌いな理由は ，知識 白り @ 容が多 いこ 

社会科の学習について「好き」と 答えたのは， 10 とを理由に挙げている。 このことから ，興味・関心 

大 で全体の約 1/3 であ る。 しかし嫌 いと 答えた 子 を 持てる内容で 好きな方法 ( 調べ学習 ) で授業を展 

は 2 人で少ない。 また，好きな 理由としで自分 ド l 片 間 すれば・好きな 学習となることが 推測される。 

の 興味・関心があ る内容や好きな 学習方法と答えて 

  ゥア 

    



く問 2 》 社会科 ( 歴史 ) の学習は何のためにすると 思いますか 

な 子   男 子 I 人数 
  

今村会のことや 昔のことなどを 知るため 3 人 今昔のこと ( 生活 ) や歴史を知るために 

今将来仕事につけたときや 社会に出たときに 4 人 0 社会に役立・つため 
役に立っから 今 歴史や世の中を 知って将来のために 役立て 

今日本と他の 国を知るため 1 人 る 

今将来のため 。 金高校大学の 受験の時のため 

金 歴史や現代 - でおこっている 問題を理解する ク 金 いろいろな歴史を 知らないといけないから 

め 昔の人のことをよく 知り，未来でいかす 。 金 無答 

今 未来は自分たらの 世代です。 今の世の中を 。 

知っていないと 未来を変えることはできま     

@0 無答   

  
6 人 

上人 

ど / Ⅰ 

1  / Ⅰ 

1 人 

1  / Ⅰ 

  
(   考察 2) 学習と実生活が 結び付いていない 男子に対して 体験 

教養的な知識の 1 つ として捉えている 子が約Ⅴ 3, 的な内容を多く 取り組んだ授業を 展開することが ノ   

将来のことや 自分のことと 結びつけて考えている 子 要 だと考える。 

が 約 1/3 で女子に多 い ことがわかる。 このことから ， 

( 問 3) どんな授業だったら 楽しそうですか ? ( 複数回答 ) 

女 子 l 人数 l 男 子 l 人数 

金 調べ学習ができる 
令 みんなで意見を 言い合える 

今 みんなで頴川を 出し合いみんなで 解決し 

て い く 

  0 発表が多くて 明るく楽しい 授業 

金 新聞を書く 

@ 金 クイズをたくさん 出す 

ぐ報答 

人
人
人
人
人
人
人
 

つ
り
 
n
,
d
n
 
プ
リ
 
7
7
 

Ⅰ
 

8
 
0
 

乙
り
，
ム
 

金 みんなが発表して 意見がいっぱいあ ったら楽 

しそう 

今し一んとしない 明るい授業 
0 調べ学習が少ない 方がいい 

今 自分の好きな 歴史の人についてくわしく 調べる 

金人物クイズをやったらいい 

金 調べ学習がとても 多くて新聞で 発表あ う授業 

令無苓 

人
人
人
人
人
人
人
 

呂
 

2
 

ー
 
1
 

Ⅰ
 
1
l
 

く 考察 3) か 「クイズ」というやや   咲楽曲 ( 苦労を伴わない ) 

ほとんどの子が 学習方法についての 回答で「発表」 学習を好む子もいるので ，調べ学習を 行 う 際にはや 

「調べ学習」「討議」といった 自力問題解決型の 学習 り 遂げることなど 成就感が持てる 内容にすることに 

スタイルを好んでいる。 しかし単に「明るい」と 留意しなくてはならない。 

く問 4 》尚寧 王 戴冠式の図を 見て不思議に 思ったことや 調べてみたいことを 書こう ( 複数回答 ) 

  女 子   

金 まわⅢ・ こ 人がたくさん 居るのはどうしてなの ? 

( 中心人物とまわりにいる ノ Ⅰとの関係 こ牛 ) 
金 何をしているの ? ( 様子 ) 

今この人だあ れ ? ( 人物像 ) 
0 手に持っているのは 同 9 ( 道具 ) 

( まわりにあ るもの ) 

令 ここはどこ， どんな 所 ? ( 場所 ) 

今い つのこと ? ( 時代・年代 ) 

人数 l 男 十 『 

人
人
人
人
人
人
 

8
 
7
 

に
 し
 
5
 
3
 

Ⅰ
Ⅰ
 

今この人だあ れ ? ( 人物像Ⅰ 
金 ここはどこ． どんな 所， ? ( 場所 

金 いつのこと ? ( 時代・年代 ) 

ぐ 何をしているの ? ( 様子 ) 
0 手に持っているのは 何 ? 

数
人
人
人
人
人
 

人
 
7
n
0
2
2
1
 

  
目 H - H 



く 考察 4  ) 体性に着目した 子が半数もいる。 様々な視点の 持ち 

疑問のほとんどが 4Wl H の簡単な視点であ げら 方を知る取り 組みが必要であ る。 

ォ している。 な子の中には 中心人物とその 他の人の関 

( 間 5) 沖縄の歴史上の 人物で知っている 人の名双をすべて 書いて下さい 

女
 

今様 間真 帯 

金野 国 総官 

金 英 粗玉 

今岡真主 

今程 順則 

今 舜天 

人
人
人
人
人
人
 

5
3
2
2
 

１
Ⅰ
 
1
 
Ⅰ
 

子 

金向日代 

金町 麻 和利 

合屋 良 朝市 

金太田知事 

令 わからな 

金 ぎましん 

レ
 
@
@
 
く
 

 
 

  

  

人
人
人
人
人
人
 

Ⅰ
Ⅰ
 
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

寸
 

l
l
A
o
o
 Ⅰ
Ⅰ
 

男
 

金儀間真常 

金英 粗玉 

今尚 真正 

今わからない 

今 ぎましんじ 

人
人
人
人
人
 

4
1
1
5
2
 

子
 

( 考察 5) 

4 学年で学習した 儀間真 常について約 1/ 3 程度 

知っている。 しかし全く知らない 子も約 t/ 3 強 

もいる。 そこで・知識的な 事項での学習よりも ，全 

体の大きな流れの 中で琉球の歴史を 捉えさせたほう 

が歴史を認識する 上で有効だと 考える。 

② その他の学級の 実態と授業構想 

元気があ り，発言も多く 意欲的に授業に 取り組む 

子が多い。 反面，発言の 内容が衝動的で 焦点化され 

とながら学習内容，学習過程などで 児童の興味関心 

を引きつけることが 授業の最大のポイントとなると 

考える。 

また，普段の 社会科の授業でも「調べ 学習」がよ 

く行われているため ， まとめることについては 意欲 

的に行う子が 多い。 まとめ方も，上手で 丁寧に仕上 

げることができる。 しかし資料をそのまま 写し取っ 

た内容が多く ，本当の意味での「調べる 学習」になっ 

ているとは青いがたい。 内容について 質問しても 分 

ていない場合もあ る。 また，他人の 意見に対して 集 

中できない子も 数人見られる。 私語もあ るが，その 

内容の中には ，授業内容に 関わるものも 歩いため， 

それぞれのつぶやきが 絡み合い．学級討議と 成立す 

るならば，内容的にも 深まるであ ろう。 このような 

実態から「他人の 話を聴く」「相手に 分かりやすい 

よう に話す」という 授業態度的な 面の指導もさるこ 

(4) 指導計画 (8 時 ) 

からないことが 多 い からであ る。 このことは，対象 

学級の児童に 限って見られる 傾向ではなく・ 小学校 

の調べ学習全般に 当てはまる場合が 多いと思 う 。 そ 

こで，まとめ ，発表する際には 自分の言葉で 分かり 

やすく表現することや 自分の得意な 表現方法で表現 

することにも 留意したひ。 

上け 臥 十 学 羽口 内 容 留意点や準備事項 

1 時 オリエンテーション ⑥教室の中にあ る物すべてで 学習するこ 

とができることを 知らせるために 子と     

けん玉から何が 学習できるかな ? もたちが普段使っているものを 使用す 

る ． - 

C 課題の発見》 

  けん出で使って 学習課題を見つける 

  子どもの見つけた 課題を分類する。 

( 科学的，歴史的・ 言語的など ) 

  見て， さらに深く考え 課題を持つ。 

一 9 一 
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( 学習の流れ》 ⑥学習の流れを 表で表し常時掲示できる 

  気づくり調べる づ 発表・話し合う つ 追究する よう にする。 

( 調査の方法 ) 

  本 で調べる。 直接行く ， 見る ， 聞く。 ⑨子どものみでの 調査が不可能なときは ， 

電話や手紙で 尋ねる。 実際にやってみる。 父母や教師の 協力を得ること 知らせる。 

2 時 ⑥さつまいもを 準備 

さつまけもから 学習できることを 話し合お う ⑥テーマの視点，学習の 進め方の確認 表 

なづ くる。 

0 グルーブごとにさっま い もから学習できそうなことを え 

る 。 

0 各バル - プの発表 

  どんなことが 学習できそうか ? - 予想 ) 

  なぜ，それを 学習したがか ( 理由 ) 
  どのように調べようと 思 、 っているか ( 計画 ) ⑥発表内容についての 否定的な発言が 多 

0 調査内容についての 討議 くならないように 留意する。 

  学習内容の視点ぼけがないか ( 焦点， 化 ) 
  調査可能な学習内容 か ( 可能， 性 ) ⑥調査内容が 児童に可能かどうか ，調査 

  各バループへのアドバイス の 達成感のあ る内容への移行も 考慮 ず 

0 調査内容をバループで 決定する。 る 。 

0 調査の計画を 行 う 。 

  日時 ⑨計画に無理がないかをチェック し教 

  場所 ( 調査場所，集合場所 ) 師の援助が必要な 際には，どのような 

  調査方法 援助をして欲しいかなとの 話し合いな 

  準備するもの 持つ。 

時間外 各バループ (p 5  ①のグループ ) で調査する 

3 時 ⑥とりのこ用紙，カラーマジック TP 等 

調査発表の準備をしよう の 視聴覚用具 

0 調査内容の効果的な 発表方法について 話し合いその 準備⑨各バループの 特長が生かせる よう に 巡 

をする。 回し援助する。 

  紙面を使っての 口頭発表 

  新聞形式 ⑥グループは 既存の学習バループ (8 グ 

  視聴覚機器を 利用して ループで 3 一 4 人編成 ) を使 う 

  紙芝居にして 

  ぺ一 プサートにして 

  演劇 風 に身体表現を 通して 

0 発表のリハーサルを 行い効果的に 短時間で発表できるよ 

ぅ 工夫する。 

4 時 ⑥視聴覚機器，聞き 取りメモ 

5 時 調査したことを 分かりやすく 発表しよう 

01 時にっき 4 グループの発表を 行う。 

0 各バループ 5 分程度の発表をする。 ⑥発表内容が 意味不明なものへの 助言を 

  発表グループ 以外の子は質間や 意見等をノートに 留め ノー Ⅰ -@ 了っ 。 

る 。 
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子どもの調査した 新聞 

発表者の評価   占 

・分かりやすい 説明だったか 

・口分たち独自の 表現の工夫が 見ら #.L 

たか 

・質問事項に 適切に応答することがで 

きたか 

他の学習者の 評価 点 

  メモを取りながら ，発表をよく 聴い 

ているか 

  質問事項が適切な 内容 か 

  発表者が困っている 際の援助が行え 

るか 

  揚げ足取りのような 質問内容には 他 

の子に発表者の 意図を汲み代弁して 

、つ も ら または 教 B 市も千千 ぅ 。 

発表内容のテーマごとにまとめ 分かりや 

すく図式化する。 

図式化した内容 
0 これまで発表したことの 整理を行 い ．その中 

から新たな視点を 見つけだしていく。 

  これまでの発表の 中から発見したこと 気づ 

い たことをあ げる。 

  話し合いの中で 出てきた疑問 点 ，問題をあ 

  調査結果からの 考察等を効果的な 表現方法 

で 発表できるよ う に準備する。 

時間 タ Ⅲ 各バループ (P 5  ②のグループ ) で調査する 

8 時 学習のまとめをしよう ⑥視聴覚機器・ 聞き取りメモの 準備 

0 各バループの 発表をする。 ⑥発表内容への 助言 
0 グループ発表でわかったことや 疑問占などを 話し合う ⑨話し合いのコーディネイト 

0 発表内容から 歴史について 考えたことや 調査学習の感想， 

探究してみたいことをまとめる。 
0 学習の総括 

  研究成果の関連づけをおこ な       ⑥これまでの 学習とこれからの 学習 

 
  
 

 
 

 
 

 
 
 
  

 



(5) 本 時 
(1) 日 
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② さ 
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  を 効果的に発表し 発表内容についての 討議ができる。 

て 学んだ琉球の 歴史と他国，本土の 関係を知ることができる。 
  る 学習の満足感や 充実感を味わうことができる。 

  
  

  

(2) 準備 物 ，座席 

準備するもの ] 

OH P 

マグネット 

指示 棒 

質問，疑問カード 
フラッシュカード 

タイマー 

(3) 展開 

はっ、 
  

  

  

   
 て

 
つ
 
し
 

 
 

 
 席
 

 
 

 
 

て
 

 
 

金 各バループの 発   
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 Ⅱ
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      ま
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め時 

日
 
日
 

経過 

よ ： ， 
じ 

め 

  

分 

  
学習内容と子ども の 様子 

◆不時の学 習 内容の確認 

調査内容内容 

質問，話し合 

調査内容のま 

学習のまとめ 

の 発表 ( 

ぃ (7 分 

とめ ( t 

，感想・   

各 3 分 

  

0 分 ) 

5 分 ) 

Ⅰ
）
 

  

昔 向田 古 ゅ 
百 各バループの 発表時間の厳守するために ，準備 

等を効果的に 行なえる よう 特に気をつけさせる。 

  
えよ 

か 

発 
表 

3 

X 

7 

  

21 
分 
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女 発表の効果的な 方法についても   随時．援助す 

る。 

女 各バループの 発表の要約を 行い，フラッシュカー 

ドに書き留める。 ( 児童発表㍼・ こ 行う ) 

②の発表の様子 ( 自作スト一 リ 一の紙芝居 ) 

  一 ・ ¥. ノ ー 



  l ③の発表の様子 ( 図式化 ) ⑤の発表の様子 ( 図式 仕 )   

 
 

の
ま
と
め
 
%
 分
 

  

◆発表内容について 質駒， 芯答 をする。 昔話し合いのコーディネイトは 教師が行う。 

  座席を対面型にする。 

  質問以外にも ，疑問に思ったこと 反対の見解 舌 質問の内容が 不明瞭な点は 教師が代弁する。 

なども述べる。 

  その場で質問しその 場で答えるスタイルをと 夫 話し合いの内容が 児童の興味を 誘 い ・学習内容 

り ，必要に応じて 発表資料も使う。 に 関係があ るときは，まとめの 時間を少なくし 

て 十分に討議させる 時間を保障してあ げる。 

◆調査内容のまとめをする。 

く 板書計画 ) 

① 野国 総管は何のため ④ 察温が 薩摩に い もを持っ 

に 中国へ渡ったか ? いったのはなぜ ?     
          調査内容の要約           ていったいど           調査内容の要約           
  

5 人なんだ ?   ｜ 

        調査内容の要約           
② 儀問真 。 常はど う 

  
⑥ 儀間真 常の仕事 

して農民の暮らし     と 農民の暮らしに 

をよくしようとし はどんな関係が ? 

たのか ?   
        調査内容の要約           

        
        調査内容の要約                     調査内容の要約           

， ③琉球の農民のくらしはど う たった ?  のさつまけも 
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◆問題を解決する 学習についての 感想も書く 

◆学習のまとめや 感想・を発表する。 

◆教師の総括をする。 

2  仮説の検証と 考察 

Ⅲ 作業仮説①の 検証と考察 

く 調査の対象 ) について 

  ①文献による 調査   8・   

② 聞き取りによる 調査 1@ 6 % 

女児童の発言を 取り入れながら 順序を追って 丁寧 

に きとめる。 

  

女 これまでの児童の 努力と学習の 成果を評価する。 

女 これからの学習についての 希望をメッセージと 

しておくる。 

( 場所の多様化》について 

  

  ①学校の図書館   7・   

1 ②市営・県営図書館   2・       4%   

く 資料 ( 文献 ) の収集 量 く イ ⅠⅠ 

%
%
 

8
4
 

6
 

滴
 
 
 
冊
未
 

0
 
1
 

上
へ
 

以
上
 

 
 

1
5
 ①

②
 
③ 2 冊以上へ 5 冊未満 2  8 % 

1 ①Ⅰ 冊   0%   

( 質問や情報交換について》 

① 内容についての 質問は全員が 行った 

② 作業及び表現方法についても 全員が行った 

③ 児童相互の情報交換については ，ほとんどの 

班が行った。 他の班の資料が 見つかると教え 

てあ げたり，他の 班の作業を手伝 う 様子も見 

られた。 

[ 考察 ] 

子どもそれぞれの 課題の中には・ 調査しにくい 内 

容が多くあ ったために，文献が 増えたとも考えられ 

る 。 しかし小学校の 児童の発達段階から 考えると， 

多量な情報を 収集しての調査はあ まり見られないこ 

とから・収集量が 増えたことは 意欲的に活動したと 

考えられる。 

  情報交換に関しては ，一概に興味が 高まったから 

という理由だけでなく ，うまく仕上げるための「焦 

り」といった   情動に関わることも 多いが，興味関心 

と 情報交換の関連が 少ないとも 言 いがたい。 意欲， 

態度を検証する 手だてとしては ，別の角度からの 検 

証 が必要であ る。 

3y4 一 14  一 



(2) 作業仮説② ，   ③の検証と考察 

児童による総括 ( 授業の進め方の 良い点と改善用 ) 

く 良い点 ) 

①みんなで話し 合って解決した。 高 がたいことが 言えた。 発表の仕方がうまくなった。 他 2@ 0 % 

②わからないところがわかった。 わかりやすかった。 ィそ のことがわかって 楽しかった。 1@ 6% 

③新聞をかいて ，それを使ってまとめたところ。 新聞づくりが 成功した。 他 1@ 6% 

④グループで 協力できた。 みんなで一生懸命考えた。 みんな真剣だった」 1@ 6 % 

⑤自分のや ゆ たい調べ学習ができた。 調べ学習が楽しかった。 8% 

⑥新聞づくりではめられた。 発表がうまくできてほめられた。 8% 

0% 符 1@ 2 % 

く 改善 点 ) 

のおしゃべりを 少なくしたい 0 友達の話をきちんときく。 他 2@ 4 % 

②もっと時間が 欲しい 0 連絡をきちんとして 欲しい。 1@ 2 % 

③学習の題材も 自分の好きなものでしたい。 4 % 

①なし 6  0% 

[ 考察 ] 自己表現につながったと 考えられる。 

児童があ げた良 い 点に ， ①うまく表現できたこと ， また，他にも 良 い 点として③自分の 成果か生かせ 

②内容が理解できたこと ，①協力しあ えたことがあ たこともあ げている。 これを作業仮説 3 と対照して 

る 。 作業仮説 2 と関連させてみると 自分の課題で 追 みると，成果が 認められたことが 成就感・満足感と 

克 したことがそれぞれの 発達段階に合った 学習内容 なっている。 このことは，次に 提示する「子どもの 

であ ったことや共同での 取り組みが自信を 引き出し ， 感想通信」の 中にもひくつかあ げられている。 

(3) 子どもの感想 

授業後の子どもの 声を学級通信として 発行した。 授業に対して 子どもの本音が 語られていると 考える。 通信 

の 内容からも仮説の 検証ができるのではないかと 考え掲載した。 
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みなさん、 先日の授業 は ご苦労さまでした。 皆さんの上手な 発表ぷりに仲宗根 は 、 ひっくりきようてんしてしまいました。 

もっ こ 驚いていたのほ 、 皆さんの授業を 見に来た研究所の 先生方でした。 特に所長さんほ「 6 年生でこんなにうまく 発表でき 

るのには感心した。 」とおしやっていましたし、 その他の先生方も「まとめ 万ガうまい」と ガ 「よく、 ここまで調べあ げたも 
んだ」と 6 の 3 のみんなをほめ 5 ぎっていました。 なんだ ガ わたしまで嬉しくなって さ ちゃいました。 8 時間の授業という 短 

い 時間でしたが、 皆さんと一緒に 授業できたこと ガ とても幸せです。 

授業の感想コーナ 一女子どもの 感想 * 仲宗根のコメント 
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亜 わたし ガ豆っ ごいわ ガりや ヲガ っ たのほ、 伸一毛とり よ 

うじ君の発表です。 こ くに、 水の ガ わりを養分でお きな 

うなど るそ わったことがたくさんあ りました。 

[ ゆう み ] 
ナ 先生は．こんなにも 歴史のことにくわしい 子どもがいる 

なんて…しがも．知識だけでなく 考え方もしっがりして 

いる，ゆ う一 みには．ホント、 驚がされましに ，     
百 先生といもの 勉強をして、 いものこ ヒ をこんなにしり ま 

した。 先生との勉強たのし ガっ たです。 [ まりこ ] 

ヰ 先生もホント 楽しかっにんだ ，だがら今は 心の中がぼ か 
んとしててなんだか 寂しいです。 おじさんの り がままを 
受け入れてくれにあ んなに感謝、 感激． 雨 、 あ られ ヮ で 

す，     
百社ほこの勉強をや   -) てよ ガっ たです。 いものことを 調べ、 

さらに調べてわ ガ うないの ガ 放くなったようで す、 少し 

は 。 ほんとうに楽し ガっ たです。 [ みき ] 
ヰね がらないことがねかる 喜びって言うのがなそんな 喜び 
をこれがらもいっはい 昧 かって欲しいな。 そして． モの 

喜びは・わからないで 困っている人に 手を差し伸べる あ 
たにかいも へ 広がっていくでしょう。 だぷ ん       

  

古さ コ まいもだけであ んなにたくさんのさもん ガ 出て 、 そ 

れまたくさん 調べて大変だったけど 楽し ガった 。 

[ ゆうこ ] 

ヰ 遅くまで残ってこつこつと 新聞を書いていに 姿が目にそ 
の パワーはいっにいどこからくるの ? 

    

百 いもの勉強して、 いもは沖縄の 歴史的な作物こいうここ 
ガわガ りました。 1 つのことをね つ しんにしらべるって 

とってもいいことだ こわガ しました。 Ⅰま すみ ] 

* 一つのことに 熱中できるって すほ らしいことにね ，今は   

何もがも忘れて、 ただ一つのことに 熱中するのが 難し 
い 世の中だけど、 一生懸命できることを ぜ U 見つけて 玉 
さいな。 

    
百 あ んないろんなこ ヒ を調べてきたんだこ 思った。 でも 自 

分た 5 のほう ガよガコた 。 [ としえ ] 
* 那覇の図書館まで 行って調べに り しにもんね・ 自信を持っ 
てい ぼってもいいね ! 

昔 みんなの新聞、 TP シート、 紙し ぽいをみていろんなこ 
とガわガ しました。 [ くみこ ] 
* 先生もいろんなことがねかったけど．一番わがったのは   

子どもって・いろんなことができるんだということです。 
  

% ま ずしガっ たここや、 邦 国総官 ガ どうして中国へ 行った 

ガれガつた 。 たった 1 つのことガらいろんな ぎ もん ガ出 
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《たくさんの 感想、 あ り ガヒ うごさいました。 》 

* うまくコメントできな ガっ たけど、 こにガく 皆さんと学習したことほとても 楽し ガっ たです。 

だ笛 巴 7% 聲巴撮里あ 捷 毒茸 宇ま僅 色目 已但 三思 コ ていました。 それ ガ 、 中学校でほ 、 嫌なものになり、 高校でほ 大 ・ 大   
そんな秋ガ、 今は学習すること ガ 「けっこう好き」になっています。 やらされる学習、 やらなけれ ば いけい学習は．今でも 

いやです。 でも、 自分で興味を 持ったことを、 自分で調べたり、 考えたりしているう 5 に、 いつの間に ガ 学習する事 ガ 好きに 

なっていったのです。 

今回、 皆さんにいろいろ 調べてもら @> たのは、 そんな 学 習の楽しみをちょっとだけでもいい ガら 感じてもらいた ガコ モガら 

です。 先生の勝手な 考え ガ もしれません ガ 、 よくぞ最後まで 調べてくれました。 ちょっぴり楽しんでもらえて 嬉しいです。 

最後に 、 皆さん ヒ 勉強 す る機会を提供してくれた、 綾子先生に感謝します。 ぽ いぼい 
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学習の現実味を 感じさせる素材として「さつまい 

もから見る歴史」を 題材にしたが ，「さっまいも」 

は，現在の子どもの 実状 ( さつま い もを食べる機会 

が少ない ) に適した素材であ るのか・研究の 余地が 

あ る。 

W  研究のまとめ 

]  成 果 

① 課題追究の学習スタイルが 子どもの欲求 ( み 

んなで 創 りあ げる授業 ) と合致していた。 

② 子どもそれぞれが 表現する出番を 多く設けた 

ので，表現する 力が付き ， 子ども自身の 自信に 

つながった。 

③ 共同学 背の スタイルを 2 つの方法で取り 組ん 

だことにより ，追究する楽しさに 加えて協力す 

ることのよさを 体で感じ取ってくれた。 

① 地域の素材を 教材化した内容であ っても。 目 

標をもち，計画や 指導・援助を 綿密に丁寧に 行 

えば，指導要領における 目標が l, 分に達成され 

ることを確認、 した。 

⑤授業後の総括によって。 子 ともも教師も 次の 

学習への見通しが 持てるようになった。 

⑥学習後に子ども 自身で「よくやったなあ 」と 

いう満足感が 得られた。 

2  課 題 

① 素材選定の際，経験や 体験を通して 学習がで 

きるものを 2 く吟味する必要があ る。 

② 学習の追究する 際に子どもに「楽しい」と 感 

しかし本時の 授業後に「社会科が 好きになった」 

と答えた子が 約 3 0% 増えたことに 関しては，沖縄 

の素材が児童にとって ，現実味があ り興味関心を 引 

き 起こしたとも 考えられる・ただし 学習の進め方 

そのもの ( 課題追究のスタイル ) が，学習欲求を 高 

めた大きな要因であ ることは否めない。 

じさせる内容を 取り入れる。 

③ ゆとりを持って 行える長期的な 学習過程が必 

要 であ る。 

④ 校外学習を行 う 場合の父はとの 連携をど うつ 

くり出して い くか。 

終わりに 

子どもたちの 様子が年々変わってきているにもか 

かわらず，自分の 指導はなかなか 変えることができ 

ないでいました。 じっくり腰を 据え，現場がも 一歩 

離れた研究所での 6 ケ 月は，そんな 自分自身を振り 

返る貴重な時間でした。 

様々な視点から 物事を見つめる 学習は・様々な 視 

点で子どもを 見つめることの 大切さを再確認し 共 

同で学ぶことは ，個性を尊重することでもあ ること 

を発見しました。 地域の素材を 発掘する申で 沖縄の 

歴史や現吠を 知り，これから 子どもたちに 何を伝え 

ていけば よい のかを考えました。 今回の学習は ， 子 

どもから学ぶことが 多かったため ，子どもと共に 学 

ぶことをの大切さを 痛感しました。 

「先生Ⅰ また一緒に勉強しようね : 」 

と子どもたちが 言ってくれたときに・やって 良かっ 

たという思 いと， 今までの実践を 反省させられる 居、 
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いが入り混りました。 さらに・ ばケ 月もの研修期間 

を得られる教職のあ りがたさを痛感した。 

， 常に ， 私たちの貴兄を 尊重し ， 暖かく指導して 下 

さった山中所長をはじめ ，研究所職員の 方々には， 

本当に感謝 い たします。 また・ の ケ 月間．お世話に 

なった梅里・ 前城 の 両 先生・あ りがとうこざいます 

さらに．快く 送り出していたた いた 安行屋校長先生 

をはじめ内問小学校の 先生方や研究授業のために 市、 

車 な時間を ド さった 仲栄 真先生との年 3 組の子ども 

たらに， 七 、 より感謝申し 上げます。 
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